
 
 

 
 

  
 

 

 

自然環境レポーター通信 

 

 

写真のタイトル：メジロ 

撮影場所：水産試験場   写真提供：下山田隆 



こんにちは。環境課自然環境係の大野と申します。 

 

早いもので、私が本誌を担当して２年が経ちました。今回は、いつもどうやって編集

しているかザックリとお話ししたいと思います。まず、レポーターの皆さまへ５５種

等の調査書と共に原稿提出締切日をお知らせします。原稿は、５５種や５５種外の調

査書のほか、自由レポート・季節の写真集があり、郵送や専用フォームを通じて提出

されます。自由レポートと季節の写真集は、提出日に編集レポーターへ送付して生物

種別や誤字等を校正いただきます。紙でも電子でも見やすいよう意識して体裁を整え、

手続きも済ませたら、印刷依頼をかけ、区ホームページに掲載します。本誌が仕上が

ったら、関係各所へ送付して、区役所内のラックに配架してお終いです！３か月ごと

の発行なので、これを年４回繰り返します。皆さまのご協力のお陰で出来上がってい

るのです。これを読んでご興味を抱いた方は、ぜひ７月頃の募集時にお申し込みくだ

さい。どうぞこれからも、「水辺のふるさとかつしか」をよろしくお願いいたします。 

 

環境課自然環境係 大野 

水辺のふるさとかつしか 春号 
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コアジサシ 

 

調査区５ 

計１６種 

調査区４ 

計６種 

調査区３ 

計５種 

調査区１ 

計１種 調査区２ 

計６種 

【次ページの見方】 
① 名前（赤字は外来種） 

② 写真 

③ 発見された調査区 

（調査区ごとの色で塗り潰し） 

 

 

 

１ 

２ 

３  

在来種のコアジサシが 

調査区5で発見されたと 

分かるね！ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

コアジサシ 

 

ウグイス 

 

ギンヤンマ 

 

トノサマバッタ 

 

ツバメ 

 

コサギ 

 

アキアカネ 

 

クマゼミ 

 

オオヨシキリ 

 

カワセミ 

 

オオカマキリ 

 

アブラゼミ 

 

コガモ 

 

コゲラ 

 

エンマコオロギ 

 

ツクツクボウシ 

 

ツグミ 

 

シジュウカラ 

 

カンタン 

 

ミンミンゼミ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

ニイニイゼミ 

 

テングチョウ 

 

ナガミヒナゲシ 

 

セリ 

 

ヤマトタマムシ 

 

ツマグロヒョウモン 
 

シロツメクサ 

 

オオバコ 

 

ナガサキアゲハ 

 

アカボシゴマダラ 

 

スズメノエンドウ 

 

オオキンケイギク 

 

クロアゲハ 
 

アカメガシワ 

 

イモカタバミ 

 

カントウヨメナ 

 

ナミアゲハ 

 

スギナ 
 

アレチウリ 
 

カントウタンポポ 
 

←表 

裏→ 

←雄 

雌→ 

ツクシ 
↓ 

果実 
↓ 

反り返らない→ 
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調査区 1   調査区 2   調査区 3   調査区 4   調査区 5 

 

ツユクサ 

 

ミシシッピアカミミガメ 

 

コガネグモ 

 

ジュズダマ 

 

ニホンカナヘビ 

 

ジョロウグモ 

 

ススキ 
 

ニホンアマガエル 

 

メダカ 
 

アライグマ 
 

ニホンアカガエル 

 

ブルーギル 

 

ハクビシン 

 

ウシガエル 

 

ベンケイガニ 

 

カ
ダ
ヤ
シ
激
似
注
意 

↓
メ
ダ
カ
の
特
徴 
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6

年余り



冬の写真２０２５ 調査区 2 高橋雅子 
☆ゴイサギさんとヒヨドリさん。 

    
☆カモメ類 そろそろ頭が⿊くなってきています。 

 
☆ヒドリガモ 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２４年１２月２１日 
 

仕事で庭の手入れした 
 

会社で敷地の木の手入れを当番制で担当場所を決められてやる事になり、週

１回、草刈・枝切をしました 

夏場は朝から熱中症注意報が出る日もあり、大変でした 

暑すぎて、担当場所だけなのですが、作業を１回休むだけで、草も木もボー

ボーになっていて、汗だくで、流行りの扇風機がついたベストも着たのですが、

４０℃超えると効果がないと説明書にも記載されていました 

真夏は真剣な作業で余裕がなかったのですが、少し暑さが緩んだころ、ふと

思ったのは、「東京じゃこんなに枝をたくさん切るなんて贅沢できないな。貴

重な体験だ」という思いと「ものすごくたくさん草や枝を切った。この切った

量はすごい。植物って、とんでもない量のＣＯ２を吸収しているんだな」と感

じました 

自動車はＣＯ２を出してそれには追いつかないだろうけど、植物のＣＯ２吸収

量・固定量はすごいと実感しました 

東京に住んでいるだけでは感じ取れないことで、すごく良い体験でした 

秋は、すごくたくさんドングリが落ちて、良く考えると前年のドングリがた

くさん発芽してひざたけ位になっていたのを夏にたくさん切っていました 

もっと土地に余裕があって広ければ、あっという間に緑が増えて、遠くの緑

を長時間渋滞ドライブして見に行く事も必要なくなるなと感じました。 

日の出ている時間が減り始めると、植物の成長はピタッと止まり、それも驚

きました 

枝切ばさみとか、ひと夏で結構痛みますね。鉄の消費量もかなりです 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２５年１月１１日 
 

イヌがウンチをするところ 
 

イヌを昔飼っていました 

イヌがウンチやオシッコをする時、関心した事があったので、書こうかと思

います 

一般的には電柱の下でするイメージが強いと思います（オス。縄張り主張） 

1つ目、落ち葉が盛ってあるところにする 

人間もオガクズが入っていて微生物の力でニオイも出ず、発酵させるトイレ

があったと思います 

最近知ったのですが、葉っぱの緑色、葉緑素にはマグネシウムがあって、木

の中で葉っぱは特にカリウムの多い所です。オシッコにはアンモニア（チッ

ソ）が、ウンチには富栄養化の元で問題になっているリンが入っています 

この中で、マグネシウムとアンモニア（チッソ）とリンは、条件にもよるの

ですが、選択的にくっついて固形になる（一部）（チッソは重要肥料。固形に

なりづらい）らしいです。固まって地表に長くとどまり、ゆっくり効く肥料に

なります。市販されている肥料では頭文字をとってマグアンプ（P はリン）と

いうのがあります。肥料として優秀だという事です 

2つ目、枝が横に広がった木の下では、枝の広がった先に近い方で用を足す 

植物を育てたことのある人なら知っていると思うのですが、広がった葉の下、

根っこの広がった先の方が、植物は栄養分を吸収しやすいらしいです 

用を足すところは、こういうところだけではなく、例外も多々あります 

番組は忘れたんですが、ラジオで、こういう無意識に行うことが、関係性の

中で効果ある事の存在に西洋の人は神を感じるらしいと言っていました 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２５年２月４日 
 

アルダー神社
 

水元公園に行くとハンノキっていう木が結構生えているんですが、東京の湿

地を象徴する、日本の湿地を代表する外見上も木肌も美しい木です。 

樹皮や実は、服を黒染めにする染料にもなるらしく（渋成分が多い）、渋谷と

いう地名は、あそこ湿地なので、黒染めにする渋を取っていたんじゃないかと

思います（江戸時代に書かれた絵をみると皆結構黒染めを着ている）。 

ほぼ同種の木が（同じかもしれない）、アメリカではギターのボディに使われ

たりしています（アルダーっていう名前）。いい音します。ギターって弾くと

振動がダイレクトに体に響いて気持ちいいです。木によって音は変わり、エレ

キギターも含め、ギターは木の音を聞いているといっていいと思います。 

ギターに使う木が世界的に不足・高騰していて、ハンノキはそうでもないら

しいのですが、ギターにも使われる木で、東京の湿地を代表する木で、神聖な

感じがするので、私は勝手に水元公園をアルダー神社だと思っています。公園

ではギターには今利用していないと思うのですが。 

国産材で虫食いになった赤松（松茸もとれる）をギターに使った例があって、

すごく良い音するんで、びっくりしたんですが、水元にも生えている黒松（海

岸の象徴）も木材を調べるとひとくくりになっていたので、良い音するんじゃ

ないかと思っています。ホシイ 

ハンノキも黒松も、増やしてくれるとイイナ 

参考資料 

Mokuzai-tonya.jp 木材図鑑 東京木材問屋協同組合 アルダー 

www.deviser.co.jp SURF BREAKER2 
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生物。

か
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などが咲いて、一気ににぎやかに

なりました。他にはサザンカ、ロウバイ、ヒサカキが咲いていました。
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☆公園内のフユザクラ      ☆冬水田んぼの生き物探し 
        
                              
 
 
 
 
 
 
 

                                
☆親水公園内のモニュメント（鷹狩り）        ☆水田の歴史 

 
 
 
 
 
 
 
☆観察準備        ☆葛飾区の水田の歴史説明   ☆冬水田んぼの生き物探し 
 
☆お米のカレンダー 
 
 
 
 
 
 

自然観察レポート調査区５ R6/12 ⽉〜R7/2 ⽉ 佐々⽊定治 

 冬の観察会は、年明けの新春、令和 7 年 1 ⽉１9 日（日）に 
「冬水田んぼで古来の自然環境を知ろう」のテーマのもと曳舟川
親水公園で開催されました。この場所は、曳舟川（葛⻄⽤水）の⾯
影を残し、水をテーマとして整備された南北延⻑約 3km（⻲有から
四つ⽊）の公園です。 
 講師は郷⼟と天⽂の博物館 学芸員 ⼩峰 園子先生です。〜田
んぼの学校を⾏う博物館〜として、葛飾区で古くから栽培されてい
た「タロベエモチ」というお米を⼩さな水田で育て、水田地域であ
った葛飾区の、古来からの農業について学びました。また伝統農法
としての「冬水田んぼ」の手法についても学びながら、水田んぼで
生息する生き物観察をしました。 
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☆イワシの頭とヒイラギ（立春）：認定子ども園：水元にて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         ☆紅梅と白梅  2 ⽉ 21 日：認定子ども園 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆スノードロップ 

今年の節分は、2 ⽉ 2 日でしたから立春は 3 日でした。豆を
まく理由は、昔から日本には穀物をまくことでお祓いやお清め
をする風習があったことが挙げられます。節分に⽤いられる大
豆は五穀の一つで、米よりも大きく、床や壁にぶつけたときの音
も大きいことから、邪気を祓うのに使⽤されたとも言われてい
るようです。 

しかし、近年の住宅事情により、「⻤は外！福は内！」の豆ま
きの声もあまり聞かれなくなっていますが、子ども園等では、日
本の伝統⽂化をしっかり引き継いでいます。そして「イワシの頭
とヒイラギ」の掲示は、節分と立春の立役者グッズです。 

暦の上の春 2 ⽉は、季節の花として寒さの中で、梅の芳香の
漂う⽉です。⻘空に映える紅梅や白梅と、地⾯を⾒ているよう
に、脚下照顧の趣きで咲く、スノードロップに健気で逞しく寒気
の季節を生きる、自然の営みに感動です。 
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セイヨウタンポポ

ツユクサ

シロツメクサ

チョウ

チョウ

モンシロチョウモンシロチョウ

い状態。
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カントウタンポポ



 
 
 
 
  

タヒバリ 下山田隆 
1/2 江⼾川 

カワセミ 下山田隆 
2/16 水産試験場 

メジロ 下山田隆 
12/15 水産試験場 
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「夕暮れのコゲラ」 コゲラ 
 むしあお 1/5 水元公園 

「何の花？」 Ryu 
 1/31 ⻲有 

「冬の際立ち」 Ryu 
 12/31 お花茶屋公園 

21



 
 
 
 
 
 

「梅にくぎづけ」 メジロ 
 瑛ちゃん 2/26 新宿 

「遊びに来たよ」 サギ 瑛ちゃん 
 1/22 金町公園 

「イソシギ（嘴に⼟？が付いています）」 
イソシギ むしあお 1/5 水元公園 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

4

110−139

131 1

15−34 27

1 1

123 84

1

31

3

45−83

1

21

1

134

2

43−47

17

22−30

計 6種類12個体 3種類149体 2種類2個体

・
・

・

・

・

・

・

8

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】
　　　　2025年　1月13日(月・祝)　2月16日(日)　3月29日(土)

【参加者コメント】

ヌ マ チ チ ブ

強風と寒さで思うように打てなかったけど、なんとか貢献できて良かったです。(MO)

まるで台風のような風にも関わらず網を投げていただいてありがとうございました。
次回は、あんな風がないことを祈ります。（TI）

私は体調不良で今回も採集に参加できなかったが、極寒の条件下で投網を行なった方々に敬
意を表する。
本流では31㎜のゴクラクハゼ未成魚1個体が採集された。一見するとアシシロハゼ♂の斑紋
に似ていたが、腹鰭が丸いことと黒斑の分布様式からゴクラクハゼと同定した。成魚のよう
な青緑色の輝点こそなかったが、この時期としては体側の斑紋が鮮やかでした。手網の方の
努力の結晶である。（YK）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて9種類163個体の魚類が採集されました。

晴れ、気温12.1℃、水温 本流7.7℃、新八水路5.8℃、新八ワンド8.6℃（14時30分頃測定）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.62m (12:00)1.63m (14:00)1.64m

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

9 メ ダ カ

寒い 魚いない 焦りに焦って 普段と違うポイントへ  やったぁ大物…自転車 採れました
（MT）

デ メ モ ロ コ

ギ ン ブ ナ

7 ニ ゴ イ

タイリクバラタ ナゴ

5

6

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−329

331

2024/12/14 備　　考

オ イ カ ワ1

2

3

4

特定外来生物カ ダ ヤ シ

ゴ ク ラ ク ハ ゼ
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

58 17

13−37 13−25

2

59−88

4

22−32

1

52

1

57

23 4

23−33 23−26

計 2種類2個体 4種類87体 2種類21個体

・

・

・

・

・

・

・

2

3

4

特定外来生物

ギ ン ブ ナ

デ メ モ ロ コ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−330

332

2025/1/13 備　　考

カ ダ ヤ シ1

ヌ マ チ チ ブ

タイリクバラタ ナゴ

メ ダ カ

5

6

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて6種類110個体の魚類が採集されました。

晴れ、気温12.6℃、水温 本流6.4℃、新八水路8.8℃、新八ワンド8.3℃（気温13時30分、水
温15時頃測定）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.71m (12:00)1.73m (14:00)1.75m

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

風が強く、波が立って表層魚は期待できず、底も沈澱物が多くてあてにできず、サカナ絶滅
してるんじゃねえかという疑念の中で網を打ち続けるのは、長年のことで慣れている、とは
いえ。
午後は、立ち込むと身の危険を感じるほどの風波でした。投網を持っていると重さで体が安
定しますが、たも網は足もとがふらつきました。（KI）

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】
　　　　2月16日(日)　3月29日(土)

【参加者コメント】

本流の水温が低く、日本淡水魚でもほとんどとれなかった。
新八水路では普段カダヤシばかりのところメダカがよくとれて、日本淡水魚は寒さに強いと
再確認できました。(IS)

本流で一匹の魚も採れなかった。高水位で風が強かったとはいえ、やはり悔しい。（SI）

先月は投網に大穴開けました。必死に塞いで今回挑みました。胴長に穴空きました。（MT）
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1

39

4

30−71

12 1

18−31 20

2

42−43

3

27−28

2

62−80

5

28−63

1

165

16

28−75

21 3

22−31 11−21

計 6種類30個体 4種類37体 2種類4個体

・
・

・

・

・

・

9 ヌ マ チ チ ブ

10 メ ダ カ

7 デ メ モ ロ コ

8 ド ジ ョ ウ

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

【今後の調査日】
　　3月29日(土) 4月26日(土) 5月24日(土) 6月8日(日) 7月13日(日) 8月9日(土) 9月7日(日)

【参加者コメント】

水路のドジョウは丸々として、網に入ったときライギョか鰻かと思った。以前に何度か採取
されている個体らしい。
小さいザリガニがたくさん採れていた。日本の気候に対応できていることを実感。(IS)

いつもの場所にヌマチチブがほとんどいなかった。君たちの冬場の行動パターンが知りた
い。
水路ではカダヤシよりメダカが多かったが、先月のカダヤシの駆除の結果であって一時的な
こと。本流の水位が上がりワンドとつながれば元の木阿弥だろう。（SI）

風もなく天候に恵まれた調査日和。水路は完全に水溜まり状態で、先月からの流れでワンド
と併せてメダカがよく採れた印象です。本流ではヌマチチブやアシシロ、ゴクラクなどのハ
ゼが採れました。調査中は川に流れがなく岩もコケでヌルヌルで、冬でこれだと春夏は……
と、今から少し心配です。（KY）

・気温も水温も高いのに春告魚に出会えませんでした・・来月に期待しましょう・・（MT)

タイリクバラタ ナゴ

カ ダ ヤ シ

ツ チ フ キ

5

6

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて10種類71個体の魚類が採集されました。

晴れのち曇り、気温16.8℃、水温 本流10.2℃、新八水路13.5℃、新八ワンド18.9℃（14時
40分頃測定）
「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.41m (12:00)1.43m (14:00)1.43m

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−331
333

2025/2/16 備　　考

ア シ シ ロ ハ ゼ1

2

3

4

特定外来生物

オ イ カ ワ

ゴ ク ラ ク ハ ゼ
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●

2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 カ ワ ム ツ ●

17 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 キ ン ブ ナ ●

22 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ナ 属 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

24 キ ン ギ ョ ●

25 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

27 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

28 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

29 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

30 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

33 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

34 ナ マ ズ ● ○ ○

35 ク ル メ サ ヨ リ ● ○ ○

36 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 メ ナ ダ ●

40 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 ク ロ ダ イ ● ○

42 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 シ マ イ サ キ ●

47 ヒ イ ラ ギ ● ○

48 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 チ チ ブ ● ○

50 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

53 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） △

56 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 ヒ ナ ハ ゼ ●

59 カ ラ ド ン コ ●

地 点 種 類 数 合 計 42 36 37 28 39 26 27 40 22 26 31 11 12 29 10 9 31 10 9 32 10 6 28 11 7 28 12 14 28 12 9 29 14 10 6 3 0 5 3 0 6 3 0 8 2 0 21 4 3 12 1 4 11 3 3 14 2 2 17 4 3 11 7 0 11 5 0 6 3 2 2 4 2 6 4 2

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。
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八
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2022

12回
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流
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2021

12回

本
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新

八
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2020

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

248〜259

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

2018

標　準　和　名＼地　点

本

流

新

八

本

流

49-106

新

八

1-48

48回 58回

96-00 01-06

107−163

06/4−10
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新
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ワ

ン
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◀講師の解説を受けながら 

水田の生きものを観察する 

自然環境レポーターの皆さま 

▲採取した生きもの（スジエビ等） 

 

★自然環境レポーター研修会を開催しました！★ 

 

令和７年１月１９日（日）、「冬水田んぼで古来の自然環境を知ろう」をテーマ

に、曳舟川親水公園にて冬の自然観察会を開催しました。 

研修会の前半ではパネルを用いて、昔の葛飾区の田園風景や街が発展してい

く様子の説明を受けました。伝統農法である「冬水田んぼ」については、機械を

使用する現代農法には向かないものの、雑草の抑制や冬場の生きものの住処と

して役立つため、博物館の管理水田ではそういった環境を再現しているとのこ

とでした。 

実際後半に自然観察会を実施すると、冬場にも関わらず小魚やエビといった

多くの生きものが見つけられ、都市公園内の水田においても生物多様性が保た

れていることが分かりました。暖かな陽光で冬の寒さが和らぐ中、古来の自然環

境について、自然環境レポーター達が実際に触れながら学べる研修会となりま

した。 

ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。 

今後も研修会を開催していく予定ですので、レポーター同士の交流やレベル

アップのためにも、皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

  

環境課からのお知らせ 
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★新八水路で魚類調査を行います★ 

 

 自主生物調査団が、新八水路にて魚類調査を行います。調査の結果は、「魚から

の便り」として水辺のふるさとかつしかに掲載しています。 

 

【日時】４月２６日（土） ５月２４日（土） ６月８日（日） 

いずれも１０時～１６時ごろ 

【場所】江戸川河川敷 ※事前連絡をお願いします。 

【持ち物】着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

  詳しくは、ＨＰ（https://shigenori1.jimdoweb.com/）をご覧ください。 

 

 

★自然環境調査報告書（５５種以外）★ 

 

 自然環境レポーターの活動には、区内で見られる５５種以外の動植物につい

ての調査報告も含まれています。ご報告いただいた中からいくつか紹介します。 

〈見方〉◆動植物種名・調査月・調査場所（Ｐ２参照）・気が付いたことなど 

 

◆ホトケノザ・１２-１月・調査区５・たくさん花をつけていました。日当たり

のよいところで。 

 

◆キジバト・１２-２月・調査区２ 

 

◆ヒヨドリ・１２-２月・調査区４・１２月は柿の実食べに来る。１月はツバキ、

２月はウメに。 

 

◆メジロ・１月・調査区４ 

 

◆ウラキンシジミ・１２月・調査区３・暖かい日の日陰のコンクリートに止まっ

ていた。 

 

  

環境課からのお知らせ 
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≪お詫びと訂正≫ 

 

「水辺のふるさとかつしか」冬号（第 331 号）の P.18 及び P.26 に誤りがあり

ました（ナミアゲハ→アカボシゴマダラ、ホシホウジャク→イチモンジセセリ）。

正しくは以下のとおりです。ここに深くお詫びし、訂正させていただきます。 

※ホームページは差し替え済みです。 

 

 

▼P.18 左上             ▼P.18 右下 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼P.26 左上             ▼P.18 左下 
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「水辺のふるさとかつしか」の内容について、 

お間違い等お気づきの点がありましたらお知らせください。 

 今号にご協力いただいた皆さま（敬称略） 

 

石戸雅彦 石鍋壽一 瑛ちゃん 

江戸川の小鮒 大谷悦子 K・N 

佐々木定治 下山田隆 高橋雅子  

田村ひろ子 T・K となりの庭  

ひまわり 広瀬温 むしあお 

Ryu 弥生さくら草 ゆきひめ 

  

自主生物調査団 （編集：一澤成典） 

ありがとうございました！ 

  

「水辺のふるさとかつしか」 第３３２号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２８４号） 

令和７年３月末日 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

代表電話 （３６９５）１１１１ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

FAX  （５６９８）１５３８ 

▲区のホームページにも 
掲載しています。 

（URL） 
https://www.city.katsushi
ka.lg.jp/kurashi/1000062/
1030304/1037174.html 


